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大学生の進路選択セルフ・エフィカシー研究 








に、立命館大学の学生を対象にした質問紙調査を行った(SS の測定には KiSS-18 スケールを使用)。重回帰分析の結果、SS























































































































査を行った。参加者は大学生 451 名(男性 294 名、女性





定している 4 回生以上は対象から外した)。 




























SS の測定には、菊池(1988)の KiSS-18(Kikuchi’s 
Social Skill Scale : 18 Items)を使用した。Goldstein, 
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n 平均値 標準偏差 α
社会的スキル 441 57.31 10.93 0.89





























はみられなかったが、CDMSE においては有意差( p 
< .05)がみられた(Table 2)。 
SS と CDMSE の相関分析を行った結果、r = .67, p 














なお、本研究で使用した CDMSE の尺度は 1 因子構











3、4 に得点を与えて、それら 4 変数を独立変数、
CDMSE を従属変数にした重回帰分析を行った(Table 
7)。Factor 4(マネジメントスキル)の Cronbach の α 係
数が.66 と若干低いが、項目数が 2 項目であるということ












 Table 2 男・女子学生間の社会的スキル、 
進路選択セルフ・エフィカシー平均値の比較 
 




( n =  287 ) ( n = 154 )
81.12 78.29
( n = 279 ) ( n = 149 )
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Table 3 KiSS-18 の因子分析結果( n = 441) 
Factor 1 Factor 2 Factor 3 Factor 4 共通性
5. 知らない人とでも、すぐに会話が始められますか .791 -.166 .103 .080 .575
15. 初対面の人に、自己紹介が上手にできますか .755 .098 -.091 .097 .548
10. 他人が話しているところに、気軽に参加できますか .574 .114 .158 .010 .470
1. 他人と話していて、あまり会話が途切れない方ですか .564 -.093 .003 .255 .405
13. 自分の感情や気持ちを、素直に表現できますか .526 -.006 -.008 .187 .340
12. 仕事のうえで、どこに問題があるかすぐに見つけることができますか -.202 .733 .061 .150 .496
9. 仕事をするときに、何をどうやったらよいか決められますか -.076 .695 -.033 .157 .450
18. 仕事の目標を立てるのに、あまり困難を感じないほうですか .180 .556 -.011 .020 .367
17. まわりの人たちが自分とは違った考えを持っていても、うまくやっていけますか .056 .393 .112 .206 .220
14. あちこちから矛盾した話が伝わってきても、うまく処理できますか .001 .387 .092 .032 .289
16. 何か失敗したときに、すぐに謝ることができますか .070 .347 .042 .142 .214
8. 気まずいことがあった相手と、上手に和解できますか .006 -.003 .766 .095 .546
4. 相手が怒っているときに、うまくなだめることができますか -.030 -.091 .575 .262 .545
7. こわさや恐ろしさを感じたときに、それをうまく処理できますか .021 .197 .559 .398 .466
6. まわりの人たちとのあいだでトラブルが起きても、それを上手に処理できますか .131 .038 .551 .095 .578
11. 相手から非難されたときにも、それをうまく片付けることができますか .069 .260 .409 .066 .375
3. 他人を助けることを、上手にやれますか -.012 .014 .236 .778 .666
2. 他人にやってもらいたいことを、うまく指示することができますか .283 .298 .069 .386 .455
因子間相関  Factor 1 .536 .639 .504
Factor 2 .623 .519
Factor 3 .549
ストレスマネジメントスキル ( α  = .82)
マネジメントスキル ( α  = .66)
自己統制スキル ( α  = .73)
積極的な会話スキル ( α  = .80)
 
 
 Table 4 社会的スキル得点の平均値、標準偏差 
Table 5 社会的スキル得点の 
男・女子学生間の平均値、標準偏差 
n 平均値 標準偏差 range
積極的な会話スキル 443 12.26 4.22 5 ~ 25
自己統制スキル 446 20.26 3.80 6 ~ 30
ストレスマネジメントスキル 445 15.01 3.74 5 ~ 25
マネジメントスキル 448 16.73 1.68 2 ~ 10  
平均値 n 平均値 n



















Table 6 社会的スキルと性別が進路選択セルフ・エフィカシーに及ぼす影響( n = 422) 
説明係数 独立変数 VIF
社会的スキル .674 18.86 *** 1.001
性別 -.126 3.52 *** 1.001
註1: (         )  内の数値は修正済みR 2。
註2: VIF = 1.001で多重共線性は認められない。
標準
偏回帰係数 t 値
R 2 = .465
(.463)
註3: F 値 = 182.418 ( p  < .001)。
註4: ***p  < .001  
 
Table 7 社会的スキルが進路選択セルフ・エフィカシーに及ぼす影響 ( n = 422) 
説明係数 独立変数 VIF
積極的な会話スキル .287 6.30 *** 1.650
自己統制スキル .424 9.13 *** 1.719
ストレスマネジメントスキル .129 2.57 * 2.014
マネジメントスキル -.024 0.53 1.626
註1: (         )  内の数値は修正済みR 2。
註2: VIF = 1.626 ~ 2.014で多重共線性は認められない。
t 値
註3: F 値 = 94.804 ( p < .001)。
R 2=.476
(.471)
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Table 8 社会的スキルと性別が進路選択セルフ・エフィカシーに及ぼす影響( n = 422) 
説明係数 独立変数 VIF
積極的な会話スキル .315 6.90 *** 1.703
自己統制スキル .412 8.96 *** 1.729
ストレスマネジメントスキル .117 2.36 * 2.023
マネジメントスキル -.024 0.54 1.626
性別 -.124 3.48 ** 1.037
註4: ***p  < .001, **p  < .01, *p  < .05
R 2=.491
(.485)
註1: (         )  内の数値は修正済みR 2。
註2: VIF = 1.037 ~ 2.023で多重共線性は認められない。








































最後に KiSS-18 の視点から、CDMSE を高める効果
的な社会的スキル訓練方法について触れる。本研究で
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A study about undergraduates’ career decision-making self-efficacy: 
A focus on KiSS-18 
 
Shigenori KUSUOKU (Graduate School of Business, Ritsumeikan University) 
 
According to numerous reports, enhancing career decision-making self-efficacy (CDMSE) is important 
in reducing the problem of career indecision of undergraduates. However, compared to the amount of 
research on the relationship between career indecision and CDMSE, few studies have been conducted 
investigating how to enhance CDMSE. This article addresses this research gap. In this paper, social skills 
(SS) were found to be the important factor in enhancing CDMSE. A pilot survey conducted upon 
undergraduates of Ritsumeikan University was used to investigate the relationship between SS (using 
the KiSS-18 scale) and CDMSE. To verify the relationship, multiple regression analysis was conducted. 
The results indicated that social skills were the important factor in enhancing CDMSE. 
 
Keywords: career decision-making self-efficacy, social skills, KiSS-18, career indecision, 
multiple regression analysis. 
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